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   A case of fibrosarcoma of the bladder was experienced.The patient, 36-year-old massage 
girl, was admitted to our hospital complaining of terminal burning on urination. Tumor was 
found on cystoscopy and partial cystectomy was performed. Histopathological diagnosis was 
fibrosarcoma of the bladder. 
   The patient is alive well, and without metastases and urinary disturbance 7 mouths following 
surgery. 
   Literatures were also reviewed regarding fibrosarcoma of the bladder.
緒 言
最近我 々は排尿終末時痙痛 を主訴 として来院
Pた36才の女子 に於 いて,膀 胱腫瘍 を発見 し膀
胱部分摘除術 を行ったが,組 織学 的検査 の結果










伴 う様になり漸次増強 して来た.約1月 前より排尿時
膀胱部に軽度の痺痛を認め,来院前1週間頃より次第
に排尿終末時疹痛は激しくなつた.し か し頻 尿,血
尿,腰 痛,排尿障碍,発 熱等はない.
全身所見;体格中等度,栄養良好.皮膚及び可視粘
膜梢々蒼白.頸部,腋 窩 リソパ腺触知せず 胸部は聴
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膀胱 の非上皮性腫 瘍は比較 的稀 なもの とされ
れ ている.Deming(1924)による と1791年
Deschampsの報告例 が第1例 であ り,以 後文
献 的に379例の報告例があ るとし て い る が,




その症例数にかな りの差が認め られ るが,何 れ
に しても多数 のもの とは認め られ ない1954年
ArmedFor㏄sIustituteofPathologyの
BladderTumorRegistryに於 ける1400例
の症例中膀胱 肉腫 は3例 のみ とな つ て お り・
1959年のThompson&CopPridgeの報告 で
は1600例中7例 となつている.本 邦文献 をみる
に,1930年岡本は膀胱腫瘍99例中肉腫1例 を報
告 したのが最初 であ り,辻(1954)は218例中
4例,市 川(1958)は1906例中19例を,木 下
(1961)は229例中2例,藤 枝(1961)は120例
中3例 を報告 している.文 献上全膀胱腫瘍 に対
する膀胱 肉腫 の頻 度は4.5～0.2%とされている
が,本 邦に於 てはおおむね1%前 後 となつてい
る(第1表)
年 令別 にみ る とMunwes(1910),Way
(1952),Youllgblood(1952),McCrea(1955)
の統計 でみ る と膀胱肉腫は いずれ も5才 以下の
若年者 に最 も多 く,次 に50～60才に頻発 してい
る.こ れ を本邦 に於け る膀胱 肉腫 の 報 告 例 即
ち,自 験例 を含 めて43例と比較 する と,性 別年











































































国例 と大体一致 している.性 別にっいてMun-
wes(1910)は男女の比は69%:31%と云い・
Ceci1(1926)の統計 でも2:1で 男子に多 く,
McCrea(1955)もまた285例中173:83,約2
=1と報 じている.本 邦 例では,記 載 ある42例
中男26例,女16例で5:3の 比率に於 て男 の方
が多 い(第2表)
第2表 膀胱肉腫の年令及び性別
膀胱肉腫の名称,分 類 は発生母地或 いは腫瘍
細胞形態に基いて極めて多種多様 であ り・勿論
一 つの腫瘍中に二つ以上 の異 なつた組織細胞形
態 を示す もの も少 くない 故 に膀胱 肉腫 中膀胱
線維 肉腫 の頻度 に関 しては,McCrea(1955)
の発生母地に より命名 された と思 える膀胱 肉腫
127例の統計では,筋 組織 を含むものが最 も多
くて77例,61%(平滑筋 肉腫39例,横 絞筋 肉腫
28例,何れ とも決定 出来 ないもの9例,及 び所
謂Myoblasticsarcoma2例)であ り,次 い
で線維性結合織を含む ものが22例,17%(線維
肉腫,線 維粘液 肉腫),そ の他血管,淋 巴組織
を含むもの5例,脂 肪組織を含むもの2例 とな
つている.そ の他Deming(1924)の分類 では
線維 肉腫 は膀胱肉腫324例中14例,4.3%であ り,
Ceci1(1926)による と178例中14例,7.go/・と され
てお り,報 告者に より頻度の差が可成 り認め ら
れる.し か し円形細胞,紡 錘形細胞或は混合細
胞 肉腫 と記載 され ているものの多 くは,発 生母
地的には平滑筋 肉腫及 び線維肉腫の何れかに属
すべ きものである との説(Crane,Herbut)や,
一般に粘液 肉腫 と呼ばれ るものは真 に胎生期結


































































































腫 や筋 肉肉腫等 の二次的粘液変性に よるものの
方が多 い こと等 によ りかか る差が生ず るのであ
ろう と考 えられ る.本 邦例 では,43例中8例 で
18.6%となつ てい る(第3表)
発生部位 は最 も多いのは三角部,頸 部 で あ
り,次 い で後壁,側 壁 であ る(Nirntz,1931;
Kretschmer,1939;Herbut,1952).Crane
727
(1924)にょると半数は三角部 であ り 他の部分
に発生 した と記載 されている例 の半数 も同等 に
三角部 が浸 され ていた と述べ ている.
本邦の膀胱線維肉腫8例 をみ ると(第4表),
三角部,頸 部に関係あるものが4例 あ り・次 い
で側壁,前 壁 とな り,頂 部に発生 したのは 自験







































小 児 拳 大
(52。79)













小 栂 指 頭 大
3259
(広 基 性)
起 鶏 卵 大
碗豆大～栂指
頭 大5～69(有基 性)
手 拳 大(広基 性)












腫 瘍 摘 除
手 術 的 操 作























初発症状は膀胱 肉腫 が原則 的には単 発生 で膀
胱壁内に始 まり,膀 胱 内腔 に広基性 に突 出 して
いる為,最 初 の うちは所謂膀胱炎 の三徴候 であ
る頻尿,排 尿痛,尿 混濁 が多 く,時 と共 に潰瘍
化 して出血 を起 す,亦 発生部位 に より排尿 困難
が割合早期 に出て来 る ことが ある(第4表)
治療及 び予後 は腫瘍 の大 きさ及 び悪性度,部
位,腎 機能,全 身状態に よ り異 なるが,腫 瘍の
切除,電 気凝固術,膀 胱部分切除術或 いは膀胱
全摘除術,及 び尿管棲形成術等が適用 され るこ




の方法 であ ると している.し か し肉腫はその成
長,浸 潤が迅速 であ る為,又 手術不 能 の 場 合
や,再 発率が高い為Cibert,Durand(1954),
Ramay(1953)等は,手 術的侵襲が死期を早
め ることが多 いので,治 療方針 の決定には この




い反対 している.そ の他 ラジ ウム、コバル ト,
Cr32PO、膠状液,90YC1溶液等に よる直接組
織 内照射等 も行われてい るが著効 を認め るもの
はな く,早 期 発見 し,膀 胱部分切除及至膀胱全
摘除術 が最良 の様 であ る.
予後(第5表)はSmith及 びKellert(1944)
は死亡率IOO9(oと考 えてお り,Lev及 びBell
(1946)は通常1年 以内 に死亡す る様 に 感 じる
と云つている.Mostoth(1952)は米国のBlad一
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4ケ月以内に招来す るものが多 く,2年 以内に
死 亡 す る と報 告 している.併 しMcCrea
(1955)は287例中,3年 以上生存は8例,5年 以
上生存 は7例 で,SilbarandSilbar(1955)も
予後 は思つた程不良 でな く,46例中1年 以上生
存例 は10例,その内10年以上生存例 が1例 あ
り,そ の他の ものは診断がついてから1年 以内
に死亡 してい るが,長 期生存例 はいずれ も早期
に発見 し,根 治手術 を行つた ものであると述 べ
ている.
本邦例8例 の膀胱線維肉腫例 につ い て み る
と,全 例に手術 的操作を加 え90YCI,60Co,X線
照射,テ スパ ミン膀胱内注入等 が併用 されてお
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